
【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！

第１４週報告数第１位 新型コロナウイルス感染症～学校等での予防対策～

 新学期が始まり、子ども同士が接触する機会も増えてきました。児童生徒等
における新型コロナウイルス感染症の感染経路は、家庭内が最も多いとされて
いますが、学校内での感染も一定程度報告されています。 
学校内感染のうち、同一クラスでの感染は幼稚園では６５％、小学校では 

７９％と多くを占めるものの、中学校や高等学校になると同一部活動での感染
が２５％、４５％と多くなります。また、教職員は教室内や部活動だけでなく、
職員室での感染も１３％認められます。 
学校内では、学校や年齢ごとの特徴を踏まえて、各自が有効な対策を講じま

しょう。 

令和４年４月４日（月）～令和４年4月１０日（日）〔令和４年第１４週〕の感染症発生状況 

第１４週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）突発性発しん ３）流行性角結膜炎でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は３．５７人と前週（３．２２人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

突発性発しんの定点当たり患者報告数は０．３８人と前週（０．２２人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 

流行性角結膜炎の定点当たり患者報告数は０．１１人と前週（０．２２人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。

第１４週報告数第３位

第１４週報告数第２位

全国における児童生徒等及び教職員の学校内感染経路の詳細
（令和４年１月１日～２月２８日） 

文部科学省：学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理
マニュアル～「学校の新しい生活様式」～（2022.4.1 Ver.8）より作成 
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令和４年４月１２日作成（問合せ先）０４４－２７６－８２５０

学校等での予防対策 

ソーシャルディスタンス
の確保 

手洗い・手指消毒の徹底

定期的な換気 マスクの着用 


